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研究成果の概要（和文）：　本研究より、現状の姿勢調節法では明確な調節姿勢の設定基準がなく、医療者は主観的評
価に偏った再現性の低い姿勢調節法を指導している事が示された。一人の患者に対して複数の職種、指導者が介入する
ことが多い臨床では再現性の高い指導が求められている。患者の姿勢調整について再現性の高い指導を行うためには、
患者の姿勢調節に対する評価基準の設定が重要である。そのため、姿勢調節法に関する新たな姿勢評価基準・測定方法
の開発が必要であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：　To assess the reproducibility of posture, several devices such as specialized 
training chairs and head/neck fixing apparatus have been developed.18 However, no method is available to 
evaluate the patients’ postures while using these devices. It is also important to evaluate postural 
controls during actual swallowing as the conditions may change during the patient’s attempt to swallow. 
In this study, we measured the reproducibility of postural control techniques conducted by clinicians. In 
the future we need to study the potential differences between a posture set by the clinician and the 
actual posture the patient is in at the moment of swallowing. Establishing the most reliable measuring 
tool is also of interest for future study.
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１．研究開始当初の背景 
摂食・嚥下の臨床における代償法として嚥下
時の姿勢を調節し、より安全に食物を嚥下さ
せる「姿勢調節法」が広く用いられている。
しかし、調節姿勢の明確な設定基準はなく、
指導された姿勢の再現性に関しては明らか
となっていない。 
２．研究の目的 
臨床の現場において、摂食嚥下障害患者に対
する機能改善の手段として代償法が適応さ
れる。代償法の代表としては、嚥下時の姿勢
を調整する「姿勢調整法」が多用される。し
かし、姿勢調整法における姿勢の評価方法の 
基準はあいまいである。本研究の目的は姿勢
評価の再現性について調査、検討するととも
に、高い再現性をもつ姿勢調整法の指導方法
を確立することである。 
３．研究の方法 
(１)実験参加者は、本研究の趣旨を説明し、
同意の得られた医療者（歯科医師 48 名、言
語聴覚士 2 名、計 50 名）とした。実験は、
同一の条件下で行い健常成人男性1名を模擬
患者とした。医療者には姿勢調節法である
「顎引き」「右傾斜」「左傾斜」「右回旋」「左
回旋」の指導を施行させた(図 1)。測定者は
2 名で、東大式角度計を用い、日本整形外科
学会と日本リハビリテーション医学会で共
通定義に従って一姿勢につき、それぞれが 2
回ずつ計 4回測定した。測定は「実験 1日目」
「2 日目」の 2 日間行い、測定ごとに測定者
2者間の相関係数、Youden plot 散分図（図 2）
にて指導内容の精度確認を行った。 

図１：指導を行った姿勢と計測部位 
図 2： 
Youden plot
散布図 
 
 
 
 
 
 

 
４．研究成果 
（１）医療者に指導を施行させた５つすべて
の姿勢調節法での測定結果で同様の結果と
なった。測定者 2者間における測定角度の相
関係数は、実験日 1日目よりも実験日 2日目
で低下した。Youden plot 散分図では、95％
信頼限界でくくった範囲が系統誤差を示す
楕円形を認めた（図 3、4，5）。 
 
図 3：顎引き姿勢での測定結果 

a,b は測定 1 日目の結果であり相関係数はそ
れぞれ 0.78、0.76 であった。それに対し、
c,d は 2 日目の結果であり相関係数は 0.69、
0.68であり1日目の結果より低いものとなっ
た。 
図 4：左右傾斜姿勢での測定結果 



a,b,c,d：右傾斜姿勢における測定結果 
a,b は測定 1 日目の結果であり相関係数はそ
れぞれ 0.72、0.75 であった。c,d は測定 2日
目の結果であり相関係数はそれぞれ 0.70、
0.74 であった。 
e,f,g,h：左傾斜姿勢における測定結果 
e,f は測定 1 日目の結果であり相関係数はそ
れぞれ 0.76、0.70 であった。g,h は測定 2日
目の結果であり相関係数はそれぞれ 0.61、
0.77 であった。 
 
図 5：左右頸部回旋姿勢での測定結果 

a,b,c,d：右回旋姿勢における測定結果 
a,b は測定 1 日目の結果であり相関係数はそ
れぞれ 0.94、0.93 であった。c,d は測定 2日
目の結果であり相関係数はそれぞれ 0.83、
0.81 であった。 
e,f,g,h：左回旋姿勢における測定結果 
e,f は測定 1 日目の結果であり相関係数はそ
れぞれ 0.92、0.93 であった。g,h は測定 2日
目の結果であり相関係数はそれぞれ 0.94、
0.94 であった。 
 
（２） 
今回の検討により、臨床で行われている姿勢
調節法を体幹測定に従って評価した場合、す
べての指導姿勢にて系統誤差が認められた。
医療者の指導内容が安定せず、同一の対象に
姿勢調整法の指導を施行した場合であって
も同一の指導姿勢が再現されておらず、指導
内容の再現性が低いことが示された。現在臨
床にて施行されている姿勢計測定義・測定手

技では再現性が低く、さらに経験からくる再
現性向上も認められない事が示唆された。そ
のため、現状臨床にて施行されている姿勢調
整法の定義・評価では、摂食嚥下リハビリテ
ーションでの臨床で適用のための再現性が
低いことが考えられる。 
本研究より、現状の姿勢調節法では明確な調
節姿勢の設定基準がなく、医療者は主観的評
価に偏った再現性の低い姿勢調節法を指導
している事が示された。一人の患者に対して
複数の職種、指導者が介入することが多い臨
床では再現性の高い指導が求められている。
患者の姿勢調整について再現性の高い指導
を行うためには、患者の姿勢調節に対する評
価基準の設定が重要である。そのため、姿勢
調節法に関する新たな姿勢評価基準・測定方
法の開発が必要であることが明らかとなっ
た。 
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